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千葉商科大学経済研究所 中小企業研究 ･ 支援機構について
１　大学研究所における中小企業研究・支援の重要性
我が国の中小企業を取り巻く経営環境は厳しさを増しており、少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少や後継者難




















ることを目的に、2012 年 4 月に、千葉商科大学経済研究所内に設置されました。
日本の総企業数の約 99.7％を占める中小企業（うち、小規模企業数は 84.9％。2019 年版「中小企業白書」付
属統計資料 1 表参照）の経営支援が日本経済にとって極めて重要であることは明白です。内閣府・金融庁・中小






























昨年 12 月 1 日 ( 土 ) に開催した公開シンポジウムでは、「大廃業時代の中小企業支援のあり方－事業の承継・引
継・譲り渡し支援」のテーマの下、各支援機関の実務者、専門家、元経営者等に登壇いただきました。また、去る








第 4 に、中小企業・地域活性化のための受託調査を実施しています。具体例として、2013 年 6 月〜 2014 年 3
月の期間に勝浦市総合活性化事業に協力しました。同市の商業と観光による賑わいの街づくりを目指したアンケー
ト調査を実施し、その成果は『勝浦市総合活性化調査事業報告書』としてまとめられています。その後も学生によ
る勝浦市の地域活性化応援報告を加えた同誌の 2016 年 3 月版が刊行されました。
中小企業診断士の能力向上に向けた活動
第 5 に、研究員による「中小企業支援事例研究会」を毎年開催して、中小企業診断士の技能研鑽に努めています。
これに付随して、大学院・社会人教育センターが主導する中小企業診断士養成コース修了者に向けた「講習会」や
地元中小企業のための「中小企業経営相談会」などの開催に協力しています。
 
５　中小企業研究・支援機構の展望
本機構は、中小企業に関する研究成果等の蓄積を重ねつつ実効性の高い有益な情報を広く発信し続けることによ
り、千葉県をはじめ首都圏の中小企業研究・支援事業の情報拠点として、さらに日本の中小企業研究・支援機関の
中核として、中小企業が抱える諸課題解決の一翼を担う組織を目指します。また、国内外の大学や研究機関とのネッ
トワークを構築するとともに、国際的な中小企業研究・支援活動の推進に取り組んでまいります。
「公開講習会」のようす「公開シンポジウム」のようす
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